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抄1L纂 二覆 衝 突 に 俵 る燐 の 勵起
R.&nnmermeyey7,.15hrsik.C/um.(R),
41,433一♂藍o(1939).
活性 氷 紮 或 に 活性 窒 素 に.依り焼 ⇒こ勵 起 さtLて發 光
す る事 は 既 に よ く知 られ て ゐ るが,最 近 斯 か る現 象
131'fltlASにも颪 嬰 な もの とな つ て來 た・ 即 ち氣懺ll1
の放 電 に依 つ て 光 を得 ん とす.る場 舎 に,放 電 管 の 内
壁 に燐 を 飛 散沈 蔚 せ しめ て.置く時 は,紫 外線 と して
聖 し く失f3#tるエ ネ ルギ ー を可 親 光 に熨 じ響 るば か
りで な く,乂 放電 に 債 り生 じる イ才 ン,電 子,準 安
ti原子 等 の第 二 種 街 突 に.依つ て.更に燐 σ♪發光 を勵 起
す.る事 が 出 來 る.
從 つL是 等第 二 種 街突 に よ る 鼓光 を建 獄 的 に調 べ
る事 は極 め て 煎 翼 な問 題 で あ るが,之 に はwkの 困
難 が あ るので 先 づ そ の 第 一歩 と して 水 素 啅 子 及窒 素
原 子 の再 緒 合 に依 る燐 の 鋤 起 税 象 をur々定 量 的 に詞
べ たの がM研 究で あ る.
髪 姪 はu孚 型 放電 管 の 虜脚 に 夫 々一 個 の 囘管 を設
ir,その 鱒 管 の一 つ に 内 壁 を 珪 酸 亜 鉛 一燐 を以 て 笹
ふ たU字 符 を撫縦 して之 を通 じてii=.7で引 き,放
霊 誉 の 他 の 側管 か らは 水 索 又 は窒 紊 を途 るの で あ る.
此 の場 合憐 の發 光 は 放 電 に よ り生 じた 原 子 の那 轄 合.
に 侠 つ て の み起 り,放 電管 か らの紫 殊線 の 影 響 は殆
ど無 説 し御 るejiを礫 め た..乂原子 の 再 靴 合 が殆 ど巉.
の 上で の み起 る事 も確 め た.
一釈 の+'ixY合bttr.對す.る光華 子 の 牧 寧 は次 の如
く して 求 め た・ 先 づ 燐U$一i?をカ ロ リメー ターに 入
わ,單 位 時 間 に燐 の 上 で再 鋳 合 ナ る原 子 の 歎 をカ ロ
リメ ー ター の温 度 .既昇 か ら計 算 した。 此 の 場 倉 放 電
管 か.ら直 接 氣懺 がas'つて 來.る熱1重充分 薫 幌 しfi,Sる程
小 で あ る・ …炊 働 ・らuxai.さ1・る光最 子 踟 絖 電 池
に依 り.之を求 め た.斯 く レて>hの 十tt4ri二i'kら彳した
光 鼠 子 牧 率 は一 紐 の 再 鮮給 ・に.つき 李 均 約0.ux1.〇一5
と云 ふ 小 さい 偵 となつ た ・ 此 の値 は放 電 の電 流 を16
-240皿Aに亙 り塑 化 させ て も,又 水 紊 の壓 をos.a
mmRgの 範 園 で變 へ て も殆 ど影 響 が な か つ た.窒 紊
め場 合 は 敢電 管 力bら引toさオしる氣 懺 が菱電光 を捕青つ爲,
之 が 燐 の發 光.と皿 な りaな 光鼠 子 牧 串 が 求め られ
ない..仲.し瀞 く と も此 の場 合.も牧 率 が水 …鰍.り も決
しでよ くは ない4∫だ け は確 廼亀め・らitた.
比 の棣 な小 さな 光 燉 子 牧 串 を生 じる鳳 閃 と しては
_■■L凵■■■L」■L
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が結晶内 を動いて無事に發光81旦心に到逋 し,そ こで
勵起工#wギ ーを發光ρエネルギーとして興へる確
串が第二のiv子となる..著者は是等の二iv子に就 き






















の 白ill?y間肉 予 を決 定 す るのは 困 雌 で あ るが;溶 質
及 び 瀞 媒 分 子 を球 とす オレば,そ の'1雌Rr.とR5の
比 に 閙 係 す る.即 ちRr>R5な らば氣 液 雨相 に.て同
一 に て ・R・《 争 な らば・液 粗 で は 氣群ゆV1(V一 ・)
倍 とな る。 茲 にVは 液 招 の 全孅 樹,Vは 溶 蝶 分 予 の
占 め 乙盈 概 な り・ 若:し緊 密 充填(d価e。packed)と考
.昏絹 郡1(6一冫!一)=ssr.て,ZrwW'Z`馴はt-a
と云 ふ 精 果 とな る・.更に 活 性 複 合 胸 が.群媒 分子 の配
位 の變 化(例 へ ぽ瀞 媒 和)を含 ま な い場 合 ぽPは#A
.にて 伺一 と考 へ られ る か ら,A,ノAF=hAと な る,
一 方 ,韓 移 歌憊 該 で は.
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.As翠.
πr嘱 孝n....(1)
(q;及 復A,αB.は夫 々活 性 複 合 物 及 び 反應 物 質A,B
の 活 動度 係 殴=本 菖.n.4[;1("'1介ゴ參 照)に て 表lt
鎚.る:・.恥 ・∫1&P⑩yll‡溶 解 度 よ り.
a貳≒aB'?.a;≒le一:'一10;.1(2》
と:レ..從つ て 鯉 厘=iO2刈 硝 と考 へ た・乂NV)'nne・
∫・雌&£y・ir畫 も.Tm・・… .鰍 唏 溜 ・.魯 ノ^9
コ ～100.':を得 て ゐ る..1P曾
以..L雨者 の薪 諭 は 一 致 しない ・.後者 の場 介 は總 て
の瀬 麟 する總肋 騨 の沸 工・地 ピ 櫛ー
し砂 ξ沃{ふ(2)の假 定 よ'りt}1ft..し.てゐ6,し か し賢
際 は.
T5詈pT'T+.β....㈹
(ρ;βば恒 畿,～1.!は藩 解 熱,Sば 溶 液 の.tン トロ ビ
ー埼 加).の隅係 が存 瘧 し,虐}の 假niiはll^≒H露≒lt:
め畔'と:φみ 正 しい・ 聲 逝 これ よ り も
.直
兮=11A+IIB.(4》
が.可能 で あ るr何 乏 な1しば 活性 腹合 物 ぱ 反應 物 の織
合 に.より生 ず あ か ら一 故 に`】),.(=り,(4)式よ り




分子廳 の嵌 肉子1塒 勲 存叡 ・て氣扣の駘 の
}～婦 ξなる.公際に,色索餓 反慮・一酸化鹽素
の分瞞 酸素分子によるパラ→ オル.ソ水累の接鯖韓




鱒 ふ陣 は.賊脚・し騰 つ嫡 魍 子齪 激
値.を示 ナ,.'.(水 渡)
賎 嚇 質 あ騨 噛 の 拗 學 醜 裸.
."諷sεhwゆ ・z・rA)・・i"・cttt・n;〔・lt〕・
置S},.2昌0^4(1939)。・
一 僻 鰯 電 顧 の 斛離 恒 鍛Kと.そ の繃:熱Qと
.ゐ問iξ`ま.近似的 に 面 軍 な 嘔 保 が あ る事 が 寮 ζか ら知1




な6環 係 が迸 似 的 に 成 立 す る.(比熱 に基 く.他の項 や
化 學恒 數 の 翔 趣 等 を無 祀 しで あ るか ら,そ の 穐度 の
認 差 は ど う.して も:生.じる譚 で驚～..る.》・二.
今 騰 雫 衡 を動 〃學 ㌍ に 解肄 ナ る時 果 して斯 か る
囲 係 がnsかれ るもの か ど うか.を考 へ て み る.先 づ 最
も配匿胃鳳な.考へ 方 を.する な らば 、 解庭驃李 悔 は 一分'子反
製 して の離 解 友撫 三 分 子廩 磨 と して のgi3.'i命反
Aの 蜘 卸 二厨.と..見ら電》.z.その納 果 は
1【匿鐸1く3r-qr,...^.R「r一1唾(Zノッ1}
t*,る・ 雌 に ろ ば 醐 合 の場 合 の 衝爽 蜘r,J3
解 離 ⑳際 優一 分 子 反 應 の 遖 度恒 欺 で あ る・ マ 毅 に
Z聖ん102Pμに}。Mo1一星・園辷一,,:殉馬10,もec一饗で あ δ か
ら・鰤}(り 式 勿宥 逼 ⑳ 第 二環 を 一3のreり に+a
と した もめ が穏 られ る.帥 ち實 際 ゐ触 離 度 は 斯 か る
簡 興 な動 力學 的 考 難r.こよ る値 の10一弔1音小 さL}値とな
る.從 つてz畳 は 弗常 に大 ぎな筑 を耳妨 れ1ζな らぬ
'拝に な る 滴 之(ipkNiて不 個1で あ る・
斯 か る不 合理 は 解 離 前 の 活 性 分子 の 乍均 生命 を分
子 の擬 動b遒 助 と.ll蝦度 に小 ぎく 見税 る本 か ら生 じ
るめで あ つz,今 言舌性 分 子 の4均Pヒ命 が棚 需 に 畏.く・
從 つ て濡 性 分.「1と勳 常 分 子 との 聞 に は 丁 度 一 分子lx
應 に於 け る.Lind¢01臘mnの機構 の 如 き2ド衡 野存 在 す
る もの とす れ ば,以 下 遑 べ る樣 に 此 の纓 貼 を解 清 せ
しめolJC;が由 イξδ..皀ρち斯 か る鰹 描向こ.基ζ解鯵 ノト衡
は次 の如 き内推 ㊧ もの とな る(¥fl‡瀞 喋 分 子)・
.解 蔭iu囈
りAR+.,一AB+}]t(didに よ る活性 化)
2)Ali+一A++ll一(一 分 子的 斛 雌)
4).eli3*+1f一一ntt+v(8i突 に よ る:礎活冫
再 耕 合 反 感
3)A+十B一 →An管.(準 分 子 の 生咸)
4)AR'+¥i一.A71+》1(準分 子 の安 定 化)
n〕nn*→A◎+u一(準 分子 め再 う》解)
鰰 ・δ購 に よ.つて甼 衡 瞰 を;勲 るt
l.+gI:卩一Q'2.3RTrio9τ3・Z
と.なるi..はAB"な う雌 汾 子 の 可こ均 匠k命・L.は
二個.の粒 子 の 街突 敦 で あ る・ 前 建 の如 くZ宀10ロ で
あn.ら ・上 式 ≠ξ(賦 と 一 輩 す る鴛r二は
、Tの ～!0鹽'聾 ㏄
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ro.2. 抄 録 s3
ず大部5}8i突によつて毘活される8であら.賞際の
解睡李恆は殆 ど瞬聞的に逵ぜ.臼し.るのが常であるが,






可燃 性 氣側 ・の 烱 の.陣播速 塵 に!##る 不 活性 氣 懺
の影 響 は,(toward-Payman.〔Ckrn'.肋.21,::6:1
(1437)〕.螂た 依 れ ば,殆 ど 認 め られ な い とYふ 事 で
あ る・ 焔 の 騰 継 と して鮒 肋 熱 簿 纏 嚀・支 配.さ
れ る もの な ら.ばllie,Ne,n等を8ｱRするに從 て,
夫 々扣僻 の影 奪 壽{期待 され るあ けで あ る.又 一般 に
逹鎮 旋 構娩 か.ら考 へ る と,不 活 性 氣 骸 分子 は 反 螂 潼
饋 の器 壁 へ の 櫨 散 抑制 及 び三 重 街 突 の 齢 加 と云 ふ 意
畩 か ら も亦 そ め影 弉 が 期 待 ざれ る ので あ るが,亊 箕
上 その 影 拶 が.認あ られ な かつ た とxふ+ti12.,之等 の
敷 果 が夫 々扣 星芝.きれ た盤 で あ う と も解 さhる.・
上 の 事賞 はr氣 腰 の 下 に 認 あ ら{.Lたもので あ る が,
もつ ξAFAMで行 卜 書ζ三]苴跨 突致 果 は 減 少 す るか ら焔
の傳 播 に 鋤 す 礁 傳導 魔 の;麟 鰺 へ6の に好 都 合
勗 勾14・ぬ との 鰓 の 下 に本 研 究 は 行 はれ た ので あ
●
る.
實 験 に は 種 々の 索 さ,長 さの 荷英 菅 孜 び'3イ レツ
ク 矯 を川 ひ,#kは0.08mmli・ のP・ 徽1瞰
で 熔噺 す る.方法に 依.つた.
實 瞼 軸 果
1)限 界腰 と.負荷電 力・ 限 界屡Pl1,P匙 線 を熔
斷 す るに饗 す る電 流 の 負 衛 電 蹊,從 て.負荷電 力の 撤
加 と共 に 次 第 に低 下 し一 定 伍 た近f#く 〔第 一 曲).tti







點 火 は 起 らず,一
部1i面反 應.が墨.る
a`カζ認 め.らaしる.
飢 し高電 四送の 下 に
起 る低 嚶 反應 は 下
完金で未反躑 粉 ボ多少残留ri.
2」反感管の索 さ及び母 さの彰響.長 さの影響は
蓉 レ《はないカ㍉ 内環(rl)が大.になる程.Pは下 る・
一毅に吹の襟な胴係が成立する」!・
・k,d・馬6
二nは9:xE.Wk.火に 開 してSagulin(19;y7)が得 た結 果
と同 一 形式 で あ るが・電 壓 が 高 くな る に蓬 れ てG,_o













て器壁 敷 果 を碧 け る豢
に ナれ ばPに い くら2
もA(下し得 る導 を示す
もので あ つ て,焔 の簿
播 に繰 限壓 が{r:在ナ.母.
とisふ考 へ 方 と一 致 し
な い 處で あ る.
;り 組 戒 及び 不T7i'性
氣seの影響 ・ ・徑dr1.4
cn1,長き:2(45cmのべ
イ レ ツ.クス管 で83Vの 熔 漸 電展 の下 に,Pに 針 す.る
組 成 の:影響 を し らぺ たの で あ るが,大 懺 に 於 てそ.の
腕 の懺 が,匹(迦 耡 」1・,A・,6,.偲耡 の顧
に な りJI2・lieはPを.上1テApf)三はPを 下 げ て
Jh-o櫛三 圃)・ 両 して各 氣 総 の 熱 鱒蕁 窄}よII,1[・,
Aqnの 順 に小 に な つ.て .・
,hる礁 と對照 して考 へ る
と,熱 傅 導 率 の よ い もの
観昌眺火 を妨 げ 乙方 向 に 働
.く.と2ξ響3・輔匡1.こな る.euち.
招 の惚 耗 に對 して 氣腿 の
熱 陣 導 度 が主 饗 な 因 子 と
な.つてfir,.る事 が示atて.























T11{川亀1厭,n節の紡 果 も比 較 の1酷に=r.したが,(21墾十
.C)
_j.の分 鰐 が 比 鮫 的 高レ・li寺に は,遮 動の11.やn,
及 びAr,Ilef$ti所謂 不 清 性 氣盟 效 果 と して一 様 に
Pを 下げる蚋 に影髄 興へY/hて・儀壓碣 鋤
manる 例 ‡波意す可.き審である,
.の 容器韆の影嫌 畑離 れた .Ytの壷粉が器肇
に附蔚 .したものは幾分Pが 下るan向ポ錯められるづ
rawし器壁に.7:C1を附lif.せたり,鍍鍛 .したものに於・
て轄:し・鯉 は拗 鄭 励 つ.た・
6)温 度 の 影響.186CでP畠0.7デcmの もの ぴ
._oo～:100。Cで1」q8繊で この影 琴 は 小 きい .
の 剛 髄 度 ・ 焔 の1縮 澱 と.励 の 關 ㈹ し.ら:
べ.たが,皴 果 が 餓 り一 致 せ ぬ榔 と,.歸`その 煎 度が 各


































あ.る.・岬 院 も.其丙の一つであ.る.鵡.適常な齢 で
は皮應せ.しめる.事た佼つて觸媒の.活性匿 を臀大せ.し


























騨 媒 と して 俵ra板,反 應 は 咲 一lhの 化學 最 論
的.混合 物 に.依づ.τ常 温 で行 は しめ た.700。CでTh
Iレで 前 齪 した.ものfi$5一圍 のE<p69に7す 如 き
變 化.を.なす ・ 囲.に於 て 縱軸 は 反 應 量.xをO.Olm凧Hg








な.a.自働纐 媒型 で表 は さ.オしる・ 瓦 は 展噸t(m皿 「㎏),
、A.吐初雁,奮 は 蒔 間で あ る.ロ.ぼ 反 距 に 依う て 異 る
」







ので,0,垂,1及.izの 値 を坂 る.n=0はExp1{,
n=}【まFxp9もn=14fr.P2,n=1径`虞F.zp
.,〔1Jを夫 々 よ く表 は す .11が 斯 く不 迚績 に變 化 す る
の は表 面 の 觸 媒能,吸 牧 能 が 反脚.二よ る活性 化 に 依
つ て鏡 く..墾イヒす るuだ と 解羇}さ#iるオ{何故又9nfq「な.
風 に といふors,はしかね る・ 斯a.發熱 反癒 に活 懺花
の現 独 はraに 止 ま らず,他 のP[屬 に於 て も他人
に依 つ て鍛 察 され て ゐ る.UoLdsc6in(本iii卷抄
録vo.41.參鰻 》のPd薄 膜 に於 て槻 察.した 儀 一t-L
反應 に よ つて 干 チ レ ン水索 添 加 反糎 め活 性 度 の短 大,
所 謂,,Akti顧誦 わerlr贈1ng``の現 象 は 之 と闘 聯 す 畢
事 で1`flll的に面nい 事 で あ る・(小 野)
16.水酸 化 金 の ア ル カ リ港 液 中 の 溶潺 度.
並 に 飽 和 溶液 中の 手 衛 に就 て
■H.i..Johns4m&H.正..Ld鋤d,ノ;Ani.・
〔=4f〃ぬSoe.60,14奪39ρ」星5(193S).
前 二 報r.こ於 て1ま〔ebid.、55,2311(19.',a);58,2009
(isxa)〕録1銅 の 戯 化 物及 水 酸化 物 の ア ル.カリ湃 諌
中 に於 け る 瀋 解慶 を測 定 し,更1こ此 等 め 問 の準 衡 關
保 を毒と嘩亅テきし も今 「巳Jet金¢⊃永 酸.f匕物9GK戯 イ匕物 に就
て逹 べ更 に銀 よ り金 へ と空 氣 に對 す ろ 安 定度 の厨 加
すar.從.つて 差逃 あ.るこ とを報告 して ゐ る.enち此
の11iiに用 ひ た酸 化 金は 敢 初慶 化 金 をIiOIIにて沈
澱 せ しめ 此 の沈 澱 窓更 に.xnitにて溶 解.し稀 硫 酸 で
再 び 酸 化 金 を沈 澱 せ しめ 水 洗 し竃 累 中 で 鯨かROS印
・e鯉 鮃 砿49.1仰2了)〕 の方u:をmふ ・潯 解 康 測
定 瓶 はRaudall&VieltI亡iGid.,50,15?G(1928)〕の
用 ひ た もの で,施 行 方 法 は普 通 に 行`劃して ゐ る鋤 で
i3fifS度は 峙 問 孜 ぴ 温廣 に 影 響 ミれ.るた め に 豫 剱 試 驗
をな し次 の 如 き様 件 の下 に 賓驗 を行 な つ てゐ る・ 帥
ち`95。に τ最 小限 度3.週陶 攪 搾 をな.して ゐ る.此 の
際 液柵 部 分 中のTル カ リの 含 宥isは滴 定.によ.リ.亦殘
存fh1M19G:iは顯 職 的 並 に 分折 に よつ て そ の紐 威 を
決めてゐ.う・.
物 理 化 学 の進 歩Vol.13nNo.2(1939)
No.2 抄 .8u
賞 嶮 精 果 を饗 約 す るに 次 の 如 くでt,a・
〔1〕 純 水 に對 す る溶 解 度 は3x10-eで あ う.












量 大 値 を示 しINの
騾尖籌繍あ
曲線 の部 分 のflfff4.9
謎歪鰡 戳 含
を呈 し.n.つ實 験 臨線
と次 の反 應 式 よ りの 李 衡轍 鍛 とは一 致 す る・
Au(ot[h+Ot[一=1.{gAuOゴ+1.1留0…(ij
Au(OH)3十20lI　鎚HAuO3駲冖十2H20(2)
弐 に右 側 の 抽綿 の 郵 分 で あ るが,此 の部 分 の飛 存 闘
棚61繰色 針 歌結 晶で 分 析 す る とNa2HAuO置の鞄城 を
示 し,之オしは 前 報 に於 け る鯛 の 場 合CuOがN恥Cl1叺
に韓 移 ナ るviiと同 援 で 次 の 反感 が 示 され て ゐ る.
Na睾HAuO3雪2Na{幽圧.IAuO3一一_..._(=皇)
更 に1N.以 」:のアル ヵ リ濃 度 で はAuOゴ 　ー がxa
し,齣R1.i%,銅の塲 合 に考 察 ぜ る通 り次 の 反廱 が 生




































・疑 基 翊 の群 噴度 曲線 の 傾 斜(爬la巴i鴨罰旦opc)・は 銀
,
銅,金 の順 で あ る・ 亦 水 戯 化 物 の 酸 強 度 〔relative
acld5巳reng山〕は 金,銅,譲 の順 で あ る.從 つて,水
酸 化$li純7kに於 て は 酸 腔 を示 し1湍 解度 曲線 の最.
小値 は稀 酸 の部 分 に あ る。(掴 田),
置7。・躍 質及 二相 系 に 及屠 す 可尉 音 層
超 音波 の作 用 の 比 輳
H.Freundlich&U.¥Y.GiUings,Tsrw.
FumJ.Soc.,35,1二19～24(10:;9).
(1)電 歪 搬 動 器,周 波教214kl取 最 高 入 力1420
wall.
(s)電 磁 振 動 器,瑚 波 数90011z最 高入 力100
wnlt.
(ζ;)磁歪撮 麹 器,周 波 敏X300llz最高 入 力ibO
waU.
(:りの昔 波 の%}て/lに_afあつ て,搬 動 子 な る・Ni
管 に 直 接 試 験 系 を接 胸 せ しめ るの と,Ni管 の上 方に
水 乂 は 油層 を阨 て 試 瞼 管 を持 ち來 ナ の とあn,Ak
ir〔書距法 及 間才婁蟄 と してw別 す.る.(1)及(2)では 間接
u<のみ.比 較 観 察 結 果 は次 表の 如 くで あ る.







完 全 に麗 氣 す
るに は 張 力 な
る を.嬰す
閻 接 法 に て
も,適Tn*cYk
件 さ へ 選 べ
ぽ,戴 度 大 な
るAr生成.i卯能
爾 瑚 波敷 に 於 て は效 果 は
catdta[ionに依 る
窪醤 る嚇 か隣 難 でや




























甚 つ く多 くの場


















































































と して,50PDHz及214k!L曙あ もの は 鞠理 的1二等
ロ・しい繰件であれば興へる敷果は概ね定性的に同一で
鬮 ■
あ る,tlSが分 る.評vlla恥晦は 高い 方 の 可 磯{=に於 て も
イ漱 に 働 い て ゐ 翻 融 分 る.自r&・it飢b.オ鴨 つ て
ロ
ゐる時は此等異つた周波殴の音が同蝶な分散生域殉







る齢 蘓 硫 鯏 啣 調 催 依つて超服 玳
ほ
堕弓に可 聴 曾 を使ふ 方 が よい 鵬 が あ る.(小 野)
豐
,一
18,'7ル カ リ溶 液 申 に 於 け る 金 ゾ ル の 生 放
1要L.Birciims}Law7}悔榔.Rdrad.5比・,
S4,12:;6～8(193S).「,
鹽 化 血 リ ア ル カ リ性 渚 液II膨に 於 け る遒 元 に 依 るtSu
　 ロ
ゾ ル`卸戈の 樋 構 と してはSvedverg(1928)e.ei二侠 て




酸 鹽 が 湿 元 剤 例 へ 匠II・C【10に 邏 元 さオして,
匸置 〕2NaAuOli十'tt,1.1・CIIO十NaOI{量2Au÷3H・

















C〔X⊃N"十2H.0斯く して 析 田 され たAuが ゾル を坐
成 す るt=:ふわ けで あaｰ.賞際 〔齢 の 反 慮 直N"A臆02
をIIL}$f'iCして もA・ ゾル 珊 ら{iる亊'、rraそ繭
られ て.,.る・
然 る'二13ri1lnn.1.)ndd箏(19;監2,が,麟化 金ffFiA(を'
haOl;で滴 定 して見 る と,そ の 中 和鮎 が 測 定 す 蚤時
「 且
周 に 依 てraり,爾 液 混 合 後 約 二喪 夜放 跫 して か ら測
定 す るssreffcでigめて一ttした偵 を得 る獅 ・ll徠差.
ゆ
そ の時 の 中 和鮎 は 盛 化 金1n]t}1に封 し てN"0旺
量5ntolsの割 合 で あ つ た.・
これ は 上 の(D,〔1)の 獅反 態 が完錆 す るに 要 す
る條 件 に 相 露 ナ ら もの で あり て,こ れ か ら も金 戯 鯉
の完 成 オζ推 定 きれ る.のちセあ る.
そ こで 弱青 は蹙 化 金 とNnOIIの 割 合 を色 々に鬱
へ た場 介,之 を逡 元 して得 ら彳.しる 金 ゾル カ{如何 に翔
遲 す るか を鯉 驪 して 見 た.貞
NaOH・`.
その鰥 得 狆 た櫺 としては・ 臥 ・α、の稿
比 が5以 下で はlllth・2.1.1後に 漸 く青緑 ～黄豫 色 を暴
ナ る種度 で あ るが,5に 遼 す ると逡 元 は 即座 に起 り、深
紅 色の ゾル が 得 ら堵.した(祿 色酵 濠 の 方 も椈 觜 安 定 な
ゾ ルで あ 乙事 オζ催 め られ た).
此 の貴 驗 か ら も、ムigm。ntly脚こttcる金 ゾル生 成
反 磁 は 驩 化 金 →金 酸 寵 な こ熨 化 が完 全 に行 はれ た 時
に 起 る もので あ る事 がわ か る.而 して,Britton・Dodd
コ





篤5囘 理事倉 昭911・1年2Jl2了「1午後i時より京大總艮室に於て,大掌食長,羽 田理事長,堀 場常窃珊事,
鯡 刑`・1入江・哺 各麟 守襁 痕出席の下に賺 す・職 顧 次の如 し・ ・
.轟♪1∵韈灘 ■藁驫 欝
12)雜za刊 行 ノ件.B)研 究{鋤 ノ件..,
"紳 躡 ρ 藩 麟};1離 謬驪.。
蘓 謡 鱸 鍛 凱鱒臨.聯慧;㌘購。癬漏
.驅 旧1
閲手 井 各 商饑 員,川 村 瞳事9守 谷 主vlf,戸川書記 団席 の下tCt一町 各fM勾K,干谷,飯 盛,捉 野,仁 田,鮫 島,
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